
シンラバンショウの20
19,800円　※2022年保険料 634円　　募集口数：500口【競走馬出資金総額 990万円】一口価格：

2020年4月17日生 │ 鹿毛 │ 栗東・高橋康之 舎 │ 川上牧場生産

募集馬番号　6

牡

※測尺・馬体重はHPで最新情報をご覧ください。

姉のフウゲツムヘン（父ドレフォン）は募集時から美しい馬体を誇っていて、昨年の
募集馬の中では最も僕の好みでした。その下（弟）が募集されると聞き、馬体を見
るのをとても楽しみにしていましたので、想像していたとおりの馬体で登場してくれて
嬉しくなりました。とはいえ、父がリアルスティールに変わったことや牡馬であること
も加わり、姉よりもガッチリとしたパワー型に出ています。ディープインパクトは母系
の特徴を引き出すことで成功を収めましたが、ディープインパクトの直仔は種牡馬と
なったときにその引き出された母系の特徴をストレートに産駒に伝えます。つまり、
リアルスティールも最終的には母の父であるStorm Catの力強さを前面に押し出し
てくる種牡馬になるということです。シンラバンショウの20は父リアルスティールに
負けん気の強そうな顔つきも馬体のコロンとしたスクエア（四角形）な感じも似てお
り、このまま成長すればパワーとスピードを生かして芝のマイル戦を舞台として走る
タイプになるはずです。

一目見て父産駒である事が分かる馬体を有しています。素軽さを感じさせる手先、
推進力を感じさせる後肢はディープインパクト系ならではの特徴と言えるでしょう。
現状は小柄な本馬ですが、半姉は募集時から1年で70キロ成長したように成長力
のある母系です。本馬も来年の今頃には十分なサイズまで成長してくれる事でしょう。
血統的には母父サクラバクシンオー、近親にグランプリボスと短距離での活躍馬が
並びますが、父の特徴を多分に受け継いだ本馬を見ると中距離前後での活躍も期
待したくなります。コンパクトにまとまった馬体と気の強そうな顔を見ると仕上がり
は早そうなタイプなので、育成を順調にこなして早期デビューを期待しています。
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